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【方法】細胞外部位である S1-S2領域にHaloTagを付加した KCNQ1とヒト α1ARを
HEK293細胞およびラット仔心筋細胞に発現させた。細胞膜非透過性蛍光 HaloTagリ
ガンドを用い、細胞膜上に発現している KCNQ1のみを標識し、フェニレフリン（PE）
刺激による細胞内局在の変化について、共焦点レーザー顕微鏡を用いた living cell 











かった。α1BAR の場合は PE 刺激によってインターナライズすることが確認されたが、
KCNQ1との局在一致は認められなかった。このことは、KCNQ1が α1ARとの複合体
としてインターナリゼーションされている可能性は低いことを示唆している。KCNQ1
のユビキチン化やインターナリゼーション後に KCNQ1 がどのような経路を辿るのか
については、今後さらなる検討が必要である。 
